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テーマ4　小課題番号4.1　小林亜樹（情報学部コンピュータ科学科）
発表論文名・著書名　等

（例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。）

著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）しても可。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）

学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 石川直樹，小林亜樹：経路情報の能動的キャッシュによるP2P探索負荷削減，電子情報通信学会技術研究報告，IN2010-，(3月予定)　2011

口頭発表

1. 石川直樹，小林亜樹：高負荷探索ルートの縮減による探索負荷低減，電子情報通信学会2011年総合大会，B-7-27，(3月予定)，電子情報通信学会，東京都世田谷区， 2011年3月
修士 2名

学士 4名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
1. 小林亜樹，石川直樹，分散型情報探索における探索負荷軽減に関する研究，2010年度第4回UDM中間報告会，東京都新宿区，2010年12月

